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(57)【要約】
【課題】電源をオフしてスタンバイ状態に移行した時は
、その移行直前の入力セレクタの状態がＨＤＭＩ規格に
よる音声信号を選択していない場合であっても、当該Ｈ
ＤＭＩ規格対応のソース機器の映像・音声信号をＨＤＭ
Ｉ出力端子を介してＴＶなどのシンク機器に出力するこ
とができ、また、電源オンの状態に復帰時に、電源オフ
のスタンバイ状態へ移行直前に選択されていた入力セレ
クタ状態に復帰できる音響再生装置を提供する。
【解決手段】電源オン中に選択された入力セレクタ情報
をメモリ１０４に記憶し、スタンバイ状態に移行した場
合、それがＨＤＭＩ対応機器以外であれば予め指定され
ているＨＤＭＩ対応機器の映像・音声信号がＨＤＭＩ出
力端子１１８より出力され、次に電源をオンした場合は
、メモリ１０４に記憶されている入力セレクタ情報を基
に、以前選択されていたソース機器が選択され、その音
声が外部スピーカ１０５から再生される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号の入出力部を備えると共に、当該ＨＤＭＩ規格によ
る音声信号を含め、その他のデジタル音声信号及び／又はアナログ音声信号の複数の音声
信号入力から一つを選択する入力セレクタを備え、選択された音声信号を処理して外部ス
ピーカに出力するようにした音響再生装置であって、
　ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号を送信可能な少なくとも１つの映像・音声信号源か
ら、当該ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号を受信するＨＤＭＩ受信部よりなる第１の信
号入力部と、
　前記ＨＤＭＩ受信部で受信した映像・音声信号を、映像表示部及び内蔵スピーカを有す
る映像・音声再生装置に送信するＨＤＭＩ送信部よりなる信号出力部と、
　前記ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号を送信可能な映像・音声信号源以外の映像・音
声信号源及び／又は映像信号を含まない音声信号源の信号源からのデジタル音声信号及び
／又はアナログ音声信号を入力する第２の信号入力部と、
　前記第１の信号入力部及び第２の信号入力部に入力された複数の信号源の音声信号から
１つを選択する入力セレクタと、
　前記入力セレクタで選択された音声信号に所定の処理を施して外部スピーカに出力する
音声処理部と、
　前記音声処理部の信号処理により外部スピーカに出力して音声信号の再生を行う電源オ
ン状態と当該音声信号の再生を行わない電源スタンバイ状態とに切換可能な電源部と、
　前記各部の制御を実行する制御部と、
　少なくとも前記電源オン状態において前記入力セレクタにより選択された選択状態を電
源スタンバイ状態において記憶するメモリ部とを備え、
　前記制御部は、外部スピーカに出力しない前記電源部のスタンバイ状態においても前記
ＨＤＭＩ受信部及びＨＤＭＩ送信部に電源を供給するように制御し、
　当該電源スタンバイ状態移行時において、電源スタンバイ移行直前の前記入力セレクタ
の状態が第１の信号入力部よりの信号が選択されている状態では、当該選択されている映
像・音声信号源からの映像・音声信号の受信及び送信をそのまま保持し、かつ、当該保持
されかつ前記ＨＤＭＩ受信部で受信した映像・音声信号を映像・音声再生装置に送信可能
とし、
　一方、電源スタンバイ移行直前の前記入力セレクタの状態が第２の信号入力部よりの信
号が選択されている状態では、前記入力セレクタの選択を第１の信号入力部よりの信号に
切り換え、前記電源部のスタンバイ状態においても電源が供給される前記ＨＤＭＩ受信部
で受信した映像・音声信号をＨＤＭＩ送信部を介して映像・音声再生装置に送信可能とし
、
　また、制御部は、電源オン状態から電源スタンバイ状態に移行する際に前記入力セレク
タが選択していた音声信号の信号源を記憶し、その後電源オン状態に移行した際に当該信
号源の音声信号を前記入力セレクタにより選択して外部スピーカから出力するように構成
したことを特徴とする音響再生装置。
【請求項２】
　前記第１の信号入力部に接続された機器に対して信号の再生能力を示すためのデータを
保存するデータ格納部を更に備え、
　前記電源が投入されて前記音声処理部を介しての音声信号の出力が可能な電源オン状態
と、前記音声処理部を介しての音声信号の出力ができない電源スタンバイ状態とで、前記
データ格納部に保存するデータの内容を書き換えることを特徴とする請求項１に記載の音
響再生装置。
【請求項３】
　前記電源スタンバイ状態では、前記データ格納部に、前記信号出力部に接続された機器
の再生能力を示すデータが保存される請求項２に記載の音響再生装置。
【請求項４】
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　前記電源オン状態では、前記データ格納部に、自身が有する再生能力を示すデータが保
存される請求項２に記載の音響再生装置。
【請求項５】
　前記データ格納部に保存されるデータは、EDID規格によるものである請求項１～４に記
載の音響再生装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像音声信号発生装置より発生した映像信号および音声信号を受信し、その
信号を映像音声出力装置に送信し、更には音声信号の出力機能を有する音響再生装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ＤＶＤプレーヤやＤＶＤレコーダ等の映像音声信号発生装置、ＡＶアンプ等
の音響再生装置、およびテレビジョン受像機（以下、「ＴＶ」と称する）等の映像音声出
力装置を組み合わせた映像音声視聴システムが提供されている。映像音声信号発生装置、
音響再生装置、および映像音声出力装置は、それぞれ、ソース機器、リピータ機器、およ
びシンク機器とも呼称される。
【０００３】
　近年、ＴＶにＡＶアンプを接続して自宅で映画館のような臨場感を実現する、一般にホ
ームシアターシステムと呼ばれる映像音声視聴システムが種々提案され普及しつつある。
ユーザはホームシアターシステムのＡＶアンプに接続した外部スピーカおよびＴＶに有す
る内部スピーカの何れかを選択して、選択されたスピーカから出力される音声を楽しむこ
とが出来る。
【０００４】
　この場合、音響再生装置は、ソース機器であるＤＶＤプレーヤとシンク機器であるＴＶ
との間で、映像および音声信号を伝達するリピータとしての機能を持ち合わせ、ＤＶＤプ
レーヤで発生した映像信号および音声信号を受信し、その信号をＴＶに送信する。その際
、映像信号はＴＶに送信して当該ＴＶのモニタ画面に出力し、ＤＶＤから送信された、例
えば5.1チャンネルのマルチチャンネル音声信号を、当該音響再生装置が有する音声出力
手段を介して、当該装置に接続された外部スピーカから出力するようになっており、例え
ばその信号の送受信をＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）規格により行
うものが種々提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　ここで、前述のＨＤＭＩ規格対応の装置では、音響再生装置に接続されたソース機器と
してのＤＶＤプレーヤ、シンク機器としてのＴＶとの間で、シンク機器の再生能力をソー
ス機器で把握し、その再生能力に応じた映像信号および音声信号を出力できるようになっ
ている。
【０００６】
　また、このような音響再生装置は、同時に、映像信号を有しない、例えば、アナログ音
声信号を出力するチューナや、デジタル音声信号を出力するＣＤプレーヤ等を接続した場
合にも、前述のマルチチャンネル音声信号として出力できるように対応しているのが一般
的である。このような、音声信号再生装置は、映像信号は有しておらず、ＨＤＭＩ規格に
は対応できないものであり、シンク機器の再生能力にかかわらずソース機器の再生能力に
より再生される。
【０００７】
　そして、音響再生装置は、例えば、ＨＤＭＩ対応接続されたDVDプレーヤ、ＤＶＤレコ
ーダ、ＨＤＭＩ対応でないＣＤプレーヤ、チューナ等の、映像・音声信号、デジタル音声
信号及び／又はアナログ音声信号の複数の音声信号入力から一つを選択して、当該音響再
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生装置の音声出力手段を介して、当該装置に接続された外部スピーカから出力するもので
ある。
【０００８】
　また、音響再生装置の電源をオフしたスタンバイ状態では、当該音響再生装置に接続さ
れたスピーカから音声信号を再生することはできないが、このようなリピータとしての音
響再生装置には、ＨＤＭＩ対応の、例えば、ＤＶＤプレーヤの出力信号を受信して、その
ままＴＶに送信するスタンバイパススルー機能を有するものがある（例えば、特許文献１
参照）。また、ＨＤＭＩ対応のものではないが、外部スピーカによる音声信号出力を行わ
ない電源オフのスタンバイ状態において、入力した映像・音声信号を出力端子を介してＴ
Ｖに出力する機能を有するものもある（特許文献２）。
【特許文献１】特開２００６－３１１２８８号公報
【特許文献２】特開２００５－１０９８６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このような従来の音響再生装置において、前述した複数の信号源から１つを選択して再
生している場合、例えば、ＨＤＭＩ対応ではないＣＤプレーヤ又はチューナが選択されて
、その音声を当該装置に接続された外部スピーカから出力している場合、音響再生装置の
電源をオフしスタンバイ状態にすると、ＨＤＭＩ対応のＤＶＤプレーヤとＴＶが接続され
、且つ、電源がオン状態にあっても、ＤＶＤプレーヤの映像・音声信号をＴＶで再生でき
ないものであった。また、ＨＤＭＩ対応の機器を接続し、スタンバイパススルー機能を使
用して、音響再生装置が電源オフでスタンバイ状態においてもＤＶＤプレーヤの映像・音
声信号をＴＶの内蔵スピーカから出力できるようにする場合、一旦ＤＶＤプレーヤの音声
信号を選択してから電源をオフする必要があり、また、次に再び当該音響再生装置の電源
をオンにしてＨＤＭＩ対応機器以外の機器（ＣＤプレーヤ又はチューナ）の音声信号を再
生するためには、再度、それらの入力信号の選択をしなければならないというものであっ
た。
【００１０】
　本発明は、ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号の入出力部を備えると共に、当該ＨＤＭ
Ｉ規格による音声信号を含め、その他のデジタル音声信号及び／又はアナログ音声信号の
複数の音声信号入力から一つを選択する入力セレクタを備え、選択された音声信号を処理
して外部スピーカに出力するようにした音響再生装置であって、電源をオフしてスタンバ
イ状態に移行した時は、その移行直前の入力セレクタの状態がＨＤＭＩ規格による音声信
号を選択していない場合であっても、当該ＨＤＭＩ規格対応のソース機器とＴＶなどのシ
ンク機器が電源オンの状態であれば、当該音響再生装置は、映像・音声信号をＨＤＭＩ出
力端子を介してシンク機器に出力することができ、また、電源オンの状態に復帰時に、電
源オフのスタンバイ状態へ移行直前に選択されていた入力セレクタ状態に復帰できる音響
再生装置を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の音響再生装置は、ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号の入出力部を備えると共
に、当該ＨＤＭＩ規格による音声信号を含め、その他のデジタル音声信号及び／又はアナ
ログ音声信号の複数の音声信号入力から一つを選択する入力セレクタを備え、選択された
音声信号を処理して外部スピーカに出力するようにした音響再生装置であって、ＨＤＭＩ
規格による映像・音声信号を送信可能な少なくとも１つのソース機器から、当該ＨＤＭＩ
規格による映像・音声信号を受信するＨＤＭＩ受信部よりなる第１の信号入力部と、前記
ＨＤＭＩ受信部で受信した映像・音声信号を、映像表示部及び内蔵スピーカを有するシン
ク機器に送信するＨＤＭＩ送信部よりなる信号出力部と、前記ＨＤＭＩ規格による映像・
音声信号を送信可能なソース機器以外のソース機器及び／又は映像信号を含まないソース
機器からのデジタル音声信号及び／又はアナログ音声信号を入力する第２の信号入力部と
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、前記第１の信号入力部及び第２の信号入力部に入力された複数のソース機器からの音声
信号から１つを選択する入力セレクタと、前記入力セレクタで選択された音声信号に所定
の処理を施して外部スピーカに出力する音声処理部と、前記音声処理部の信号処理により
外部スピーカに出力して音声信号の再生を行う電源オン状態と当該音声信号の再生を行わ
ない電源オフのスタンバイ状態とに切換可能な電源部と、前記各部の制御を実行する制御
部と、少なくとも前記電源オン状態において前記入力セレクタにより選択された選択状態
を電源オフのスタンバイ状態において記憶するメモリ部とを備え、
前記制御部は、外部スピーカに出力しない前記電源部のスタンバイ状態においても前記Ｈ
ＤＭＩ受信部及びＨＤＭＩ送信部に電源を供給するように制御し、当該電源オフでのスタ
ンバイ状態移行時において、電源オフのスタンバイ状態への移行直前の前記入力セレクタ
の状態が第１の信号入力部よりの信号が選択されている状態では、当該選択されているソ
ース機器からの映像・音声信号の受信及び送信をそのまま保持し、かつ、当該保持されか
つ前記ＨＤＭＩ受信部で受信した映像・音声信号をシンク機器に送信可能とし、一方、電
源オフのスタンバイ移行直前の前記入力セレクタの状態が第２の信号入力部よりの信号が
選択されている状態では、前記入力セレクタの選択を第１の信号入力部よりの信号に切り
換え、前記電源部のスタンバイ状態においても電源が供給される前記ＨＤＭＩ受信部で受
信した映像・音声信号をＨＤＭＩ送信部を介してシンク機器に送信可能とし、また、制御
部は、電源オン状態から電源オフのスタンバイ状態に移行する際に前記入力セレクタが選
択していたソース機器を記憶し、その後電源オン状態に移行した際に当該ソース機器を前
記入力セレクタにより選択して外部スピーカから音声を出力するように構成したことを特
徴とする。
【００１２】
　本発明によれば、ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号の入出力部を備えると共に、当該
ＨＤＭＩ規格による音声信号を含め、その他のデジタル音声信号及び／又はアナログ音声
信号の複数の音声信号入力から一つを選択する入力セレクタを備え、選択された音声信号
を処理して外部スピーカに出力するようにした音響再生装置であって、電源をオフしてス
タンバイ状態に移行した時は、その移行直前の入力セレクタの状態がＨＤＭＩ規格による
音声信号を選択していない場合であっても、当該ＨＤＭＩ規格対応のソース機器とＴＶな
どのシンク機器が電源オン状態であれば、当該音響再生装置は、映像・音声信号をＨＤＭ
Ｉ出力端子を介してシンク機器に出力することができ、また、電源オン状態復帰時に、電
源オフでのスタンバイ状態へ移行直前に選択されていた入力セレクタ状態に復帰できると
いう作用を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の音響再生装置は、ＨＤＭＩ規格による映像・音声信号の入出力部を備えると共
に、当該ＨＤＭＩ規格による音声信号を含め、その他のデジタル音声信号及び／又はアナ
ログ音声信号の複数の音声信号入力から一つを選択する入力セレクタを備え、選択された
音声信号を処理して外部スピーカに出力するようにした音響再生装置であって、電源をオ
フしてスタンバイ状態へ移行した時は、その移行直前の入力セレクタの状態がＨＤＭＩ規
格による音声信号を選択していない場合であっても、当該ＨＤＭＩ規格対応のソース機器
とＴＶなどのシンク機器の電源がオン状態であれば、当該音響再生装置は、映像・音声信
号をＨＤＭＩ出力端子を介してシンク機器に出力することができ、また、電源オン状態復
帰時に、電源オフでのスタンバイ状態移行直前に選択されていた入力セレクタ状態に復帰
できるようにしたため、音響再生装置による外部スピーカによる出力を行わない場合であ
っても、リピータとしての当該音響再生装置を介して、ソース機器としてのＤＶＤプレー
ヤから、シンク機器としてのＴＶに対して、その再生能力に応じた映像信号および音声信
号を出力できるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　　以下、本発明の音響再生装置を実施するための最良の形態について、図１から図６を
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用いて詳細に説明する。
【００１５】
　　（実施の形態１）
　図１は、音響再生装置を含む映像音声視聴システムの構成を示す。映像音声視聴システ
ムは、ＡＶアンプ１００、および、ＴＶ２００を含む。ＡＶアンプ１００は音響再生装置
の一例であり、ＴＶ２００は映像音声再生装置の一例である。
【００１６】
　ＡＶアンプ１００は、音声処理部１０３、制御部１０６、リモコン受信部１１３、操作
ボタン１１４および電源１１５、電源スイッチ１１６を含む。またＨＤＭＩ入力端子１１
７には、外部機器であるＤＶＤプレーヤ７００およびＤＶＤレコーダ５００が、音声入力
端子１０７にはＣＤプレーヤ８００が、端子１０８にはＦＭ／ＡＭチューナ６００が接続
されている。
【００１７】
　ＨＤＭＩ受信部１２１には複数のＨＤＭＩ信号入力から１つを選択する機能が含まれて
おり、選択された映像、および音声信号がＨＤＭＩ送信部１２２へ送られる。
【００１８】
　なお、ＡＶアンプ１００には、外部スピーカとしてマルチチャンネルスピーカ１０５が
接続されており、説明の便宜上、マルチチャンネルスピーカ１０５を外部スピーカ１０５
とも呼称するものとする。
【００１９】
　以上のように構成された音響再生装置について、以下、制御部１０６の動作を処理フロ
ーチャート図５～７を併用しながら説明する。
【００２０】
　まず図５を用いて、ＡＶアンプ１００の電源１１５がオンで、音声入力セレクタ部１０
２によりＨＤＭＩ規格による映像・音声信号を送信可能なソース機器、例えば、ＤＶＤレ
コーダ５００が選択されている場合について説明する。
【００２１】
　ＡＶアンプ１００の操作ボタン１１４の操作、あるいはリモコン受信部１１３からのリ
モコンコマンドにより、電源オン中に入力セレクタが切り換えられた場合（Ｓ１）には、
選択された入力に音声入力セレクタ部１０２を切り換える（Ｓ１１）と共に、メモリー１
０４にセレクタ情報が記憶される（Ｓ１２）。このセレクタ情報は、入力セレクタ切換操
作がされる毎に更新される（Ｓ１２）。この場合は「ＤＶＤレコーダ」を表すデータが記
憶されることになる。
【００２２】
　この時、ＤＶＤレコーダ５００の映像・音声信号はＨＤＭＩ受信部１２１に入力され、
その音声信号は音声入力セレクタ部１０２を経由して音声処理部１０３に入る。音声処理
部により、スピーカ１０５に出力するための処理や音量調整等の処理を施された音声信号
は外部スピーカー１０５から出力される。一方、ＴＶ２００へ出力されるべき映像信号は
、ＨＤＭＩ受信部１２１からＨＤＭＩ送信部１２２へ送られ、ＨＤＭＩ出力端子１１８か
ら出力される。この時、同時に送られる音声信号については、ＡＶアンプ１００の外部ス
ピーカー１０５からの出力との重複を防ぐため、無音データに置き換えられて出力される
。ＡＶアンプ１００のＨＤＭＩ出力端子１１８とＴＶ２００のＨＤＭＩ入力端子２１７は
ＨＤＭＩケーブル９００により接続されており、ＡＶアンプ１００を経由したＤＶＤレコ
ーダ５００の映像および音声信号（無音）はＴＶ２００のＨＤＭＩ受信部２２１に入力さ
れる。ＨＤＭＩ受信部２２１からの映像信号は映像入力セレクタ２０９を経由して映像処
理部２１０へ送られ、最終的にモニタ２１２に映し出される。音声信号は、無音データに
置き換えられているため、ＴＶ２００の内蔵スピーカ２０５は鳴らない。この時、ＴＶ２
００の音声入力セレクタ２０２及び映像入力セレクタ２０９は、ＨＤＭＩ入力端子２１７
に接続された機器の内、ＡＶアンプが接続されている入力が選択されている必要がある。
上記の状態が、ＤＶＤレコーダ５００の音声をＡＶアンプ１００で楽しんでいる場合であ
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る。
【００２３】
　次に図６を用いて、電源オン／オフ時の音響再生装置の動作を説明する。ＡＶアンプ１
００の電源１１５をオフし、スタンバイ状態にした場合を説明する。ＡＶアンプ１００の
操作ボタン１１４の操作、あるいはリモコン受信部１１３からのリモコンコマンドにより
電源をオフする操作をした場合、制御部１０６は電源スイッチ１１６を切り、ＡＶアンプ
１００の電源をオフする。この時、ＨＤＭＩブロック１２０への電源供給は切断されず、
ＨＤＭＩ受信部１２１およびＨＤＭＩ受信部１２２を含むＨＤＭＩブロック１２０は正常
動作が可能のままである。電源操作（Ｓ２）により電源のオンオフを切り換えられた時（
Ｓ２１）、現在の電源状態を判定（Ｓ２２）し、電源がオフになった場合（Ａ）は、予め
メモリ１０４に記憶されているセレクタ情報を読み出し（Ｓ２３）、ＨＤＭＩ対応セレク
タかどうかを判断する（Ｓ２４）。今回の例では、電源オン中にＤＶＤレコーダ５００を
選択していたため、メモリ１０４にはセレクタ情報として「ＤＶＤレコーダ」を表すデー
タが記憶されている。従って、そのセレクタ情報に基づいたセレクタに切り替えられ（Ｓ
２５）、ＤＶＤレコーダの映像・音声信号がＨＤＭＩ送信部１２２、ＨＤＭＩ出力端子１
１８より出力される（Ｓ２７）。なお、不要であれば、すなわち音声入力セレクタ１０２
で設定したセレクタおよび、ＨＤＭＩ受信部に内蔵されているセレクタ（図示せず）が電
源オフしても保持される仕組みを持っていれば、記憶データの入力セレクタに切り換える
処理Ｓ２５は省略することも可能である。
【００２４】
　次に、ここからＡＶアンプ１００の電源をオンにした場合を説明する。ＡＶアンプ１０
０の操作ボタン１１４の操作、あるいはリモコン受信部１１３からのリモコンコマンドに
より電源をオンする操作をした場合、制御部１０６は電源スイッチ１１６を入れ、ＡＶア
ンプ１００の電源をオンにする。この時、ＨＤＭＩ受信部１２１およびＨＤＭＩ受信部１
２２を含むＨＤＭＩブロック１２０は正常動作が可能のままである。電源操作（Ｓ２）に
より電源のオンオフを切り換えられた時（Ｓ２１）、現在の電源状態を判定（Ｓ２２）し
、電源がオンになった場合（Ｂ）は、予めメモリ１０４に記憶されているセレクタ情報を
読み出し（Ｓ２８）、そのセレクタ情報のセレクタに切り換える（Ｓ２９）。今回の例で
は、電源オン中にＤＶＤレコーダ５００を選択していたため、メモリ１０４にはセレクタ
情報として「ＤＶＤレコーダ」を表すデータが記憶されている。選択されたセレクタがＨ
ＤＭＩ対応かどうかを判断し（Ｓ３０）、ＨＤＭＩ対応セレクタであれば、ＴＶ２００に
対して映像・音声信号を出力する。従って、そのセレクタ情報に基づいたセレクタに切り
替えられ（Ｓ２９）、ＤＶＤレコーダの映像・音声信号がＨＤＭＩ送信部１２２、ＨＤＭ
Ｉ出力端子１１８より出力されることになる（Ｓ３２）。なお、不要であれば、すなわち
音声入力セレクタ１０２で設定したセレクタおよび、ＨＤＭＩ受信部に内蔵されているセ
レクタ（図示せず）が電源オフしても保持される仕組みを持っていれば、記憶データの入
力セレクタに切り換える処理Ｓ２９は省略することも可能である。
【００２５】
　以上のように、電源オン中にＨＤＭＩ対応機器が選択されていた場合は、電源オフのス
タンバイ状態に移行した時も、電源オン中に選択されていたＨＤＭＩ対応機器の映像・音
声信号がそのままＨＤＭＩ出力端子１１８より出力される。つまり、ＤＶＤレコーダ５０
０の映像信号がＴＶ２００のモニタ２１２に映し出されると共に、音声信号はＴＶ２００
のＨＤＭＩ受信部２２１から音声入力セレクタ２０２を経由して音声処理部２０３へ送ら
れ、内蔵スピーカ２０５より出力されることとなり、また、電源オフのスタンバイ状態か
ら電源をオンにした場合も、電源オフのスタンバイ状態に移行する前に選択されていたＨ
ＤＭＩ対応機器の映像、音声信号がそのままＨＤＭＩ出力端子１１８より出力される。つ
まり、ＤＶＤレコーダ５００の映像信号がＴＶ２００のモニタ２１２に映し出されると共
に、音声信号はＴＶ２００のＨＤＭＩ受信部２２１から音声入力セレクタ２０２を経由し
て音声処理部２０３へ送られ、内蔵スピーカ２０５より出力される。
【００２６】
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　次に、電源オン中に音声入力セレクタ部１０２によりＨＤＭＩ規格による映像・音声信
号を送信可能なソース機器以外のソース機器、例えばＣＤプレーヤ８００が選択されてい
る場合について説明する。
【００２７】
　ＡＶアンプ１００の操作ボタン１１４の操作、あるいはリモコン受信部１１３からのリ
モコンコマンドにより、電源オン中に入力セレクタが切り換えられた場合（Ｓ１）には、
選択された入力に音声入力セレクタ部１０２を切り換える（Ｓ１１）と共に、メモリー１
０４にセレクタ情報が記憶（Ｓ１２）される。このセレクタ情報は、入力セレクタ切換操
作がされる毎に更新（Ｓ１２）される。この場合は「ＣＤプレーヤ」を表すデータが記憶
されることになる。
【００２８】
　この時、ＣＤプレーヤ８００の音声信号は音声入力セレクタ部１０２を経由して音声処
理部１０３に入る。音声処理部により、スピーカ１０５に出力するための処理や音量調整
等の処理を施された音声信号は外部スピーカー１０５から出力される。一方、ＨＤＭＩ送
信部の出力については遮断され、ＴＶ２００のモニタおよび内部スピーカ２０５からは何
も出力されない。上記の状態が、ＣＤプレーヤ８００音声をＡＶアンプ１００で楽しんで
いる場合である。
【００２９】
　次に図６を用いて、電源オン／オフ時の音響再生装置の動作を説明する。ＡＶアンプ１
００の電源１１５をオフし、スタンバイ状態にした場合を説明する。ＡＶアンプ１００の
操作ボタン１１４の操作、あるいはリモコン受信部１１３からのリモコンコマンドにより
電源をオフする操作をした場合、制御部１０６は電源スイッチ１１６を切り、ＡＶアンプ
１００の電源をオフする。この時、ＨＤＭＩブロック１２０への電源供給は切断されず、
ＨＤＭＩ受信部１２１およびＨＤＭＩ受信部１２２を含むＨＤＭＩブロック１２０は正常
動作が可能のままである。電源操作（Ｓ２）により電源のオンオフを切り換えられた時（
Ｓ２１）、現在の電源状態を判定（Ｓ２２）し、電源がオフになった場合（Ａ）は、予め
メモリ１０４に記憶されているセレクタ情報を読み出し（Ｓ２３）、ＨＤＭＩ対応セレク
タかどうかを判断する（Ｓ２４）。今回の例では、電源オン中にＣＤプレーヤ８００を選
択していたため、メモリ１０４にはセレクタ情報として「ＣＤプレーヤ」を表すデータが
記憶されている。従って、ここでは予め指定されているＨＤＭＩ対応セレクタ、例えばＤ
ＶＤレコーダ５００に入力セレクタが設定される（Ｓ２６）。従って、そのセレクタ情報
に基づいたセレクタに切り替えられ、ＤＶＤレコーダの映像・音声信号がＨＤＭＩ送信部
１２２、ＨＤＭＩ出力端子１１８より出力される（Ｓ２７）。
【００３０】
　次に、ここからＡＶアンプ１００の電源をオンにした場合を説明する。ＡＶアンプ１０
０の操作ボタン１１４の操作、あるいはリモコン受信部１１３からのリモコンコマンドに
より電源をオンする操作をした場合、制御部１０６は電源スイッチ１１６を入れ、ＡＶア
ンプ１００の電源をオンにする。この時、ＨＤＭＩ受信部１２１およびＨＤＭＩ受信部１
２２を含むＨＤＭＩブロック１２０は正常動作が可能のままである。電源操作（Ｓ２）に
より電源のオンオフを切り換えられた時（Ｓ２１）、現在の電源状態を判定（Ｓ２２）し
、電源がオンになった場合（Ｂ）は、予めメモリ１０４に記憶されているセレクタ情報を
読み出し（Ｓ２８）、そのセレクタ情報のセレクタに切り換える（Ｓ２９）。今回の例で
は、電源オン中にＣＤプレーヤ８００を選択していたため、メモリ１０４にはセレクタ情
報として「ＣＤプレーヤ」を表すデータが記憶されており、音声入力セレクタ部１０２を
経由したＣＤプレーヤ８００からの音声信号は、音声処理部１０３に送られ、外部スピー
カー１０５から出力される。更に、選択されたセレクタがＨＤＭＩ対応かどうかを判断し
（Ｓ３０）、ＨＤＭＩ対応セレクタでなければＨＤＭＩ出力は停止する。従って、ＣＤプ
レーヤ８００はＨＤＭＩ対応セレクタではないため、ＨＤＭＩ出力端子１１８からの映像
、音声出力は停止し、ＴＶ２００のモニタ２１２、および、内蔵スピーカ２０５からは何
も出力されなくなる。
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【００３１】
　以上のように、電源オン中にＨＤＭＩ対応機器以外が選択されていた場合は、電源オフ
のスタンバイ状態に移行した時には、予め指定されているＨＤＭＩ対応機器の映像・音声
信号がＨＤＭＩ出力端子１１８より出力される。つまり、ＤＶＤレコーダ５００の映像信
号がＴＶ２００のモニタ２１２に映し出されると共に、音声信号はＴＶ２００のＨＤＭＩ
受信部２２１から音声入力セレクタ２０２を経由して音声処理部２０３へ送られ、内蔵ス
ピーカ２０５より出力され、また、電源オフのスタンバイ状態から電源をオンにした場合
は、電源オフのスタンバイ状態に移行する前に選択されていたＨＤＭＩ対応機器以外の機
器の音声がＡＶアンプ１００の外部スピーカ１０５から出力されると共に、ＨＤＭＩ出力
端子１１８の出力は停止され、ＴＶ２００のモニタ２１２、および、内部スピーカ２０５
からは何も出力されないこととなる。
【００３２】
　以上のように、本実施の形態によれば、電源をオフしてスタンバイ状態へ移行した時は
、その移行直前の入力セレクタの状態がＨＤＭＩ規格による音声信号を選択していない場
合においても、当該ＨＤＭＩ規格対応のソース機器とＴＶなどのシンク機器の電源がオン
状態であれば、当該音響再生装置は、映像・音声信号をＨＤＭＩ出力端子を介してシンク
機器に出力することができ、また、電源オン状態復帰時に、電源オフでのスタンバイ状態
移行直前に選択されていた入力セレクタ状態に復帰できる。
【００３３】
　なお、電源オフのスタンバイ状態で選択される予め指定されているＨＤＭＩ入力セレク
タとしては、メニュー操作などによりユーザに予め選択させておくことも可能である。
【００３４】
　また、図５の処理フローの代わりに、電源オンから電源オフのスタンバイ状態に移行す
る際のみに、電源オン中に選択されていた入力セレクタ情報を記憶するようにしてもよい
。
【００３５】
　　（実施の形態２）
　次に、図１の音響再生装置を含む映像音声視聴システムの構成に加え、図２～４、およ
び、図５、図７を用いて第２の実施の形態の音響再生装置について説明する。
【００３６】
　図２は、図１のＡＶアンプ１００に備わるＨＤＭＩ受信部１２１、ＨＤＭＩ送信部１２
２を含むＨＤＭＩブロックで、入力端子１１７に接続された機器に対して信号の再生能力
を示すためのデータを保存するデータ格納部１２６を更に備え、また、ＡＶアンプ１００
の自己の再生能力を示すデータを予め自己再生能力データ格納部１２８に保持しているも
のとする。
【００３７】
　１２５は入力インターフェース部１２３からの音声信号をＡＶアンプ１００内部の音声
入力セレクタ部１０２に送るか出力インターフェース部１２４を介して出力端子１１８に
送るかを切り換える音声切換部である。
【００３８】
　図３は、ＤＶＤレコーダなどのＨＤＭＩ対応ソース機器のＨＤＭＩ送信部を含む内部構
成例の一部を抜き出したＨＤＭＩブロックで、映像・音声信号発生部５２３からの映像・
音声信号を映像・音声信号処理部５２５により処理し、出力インターフェース５２４を介
して出力端子５１８から出力すると共に、それらを制御するＨＤＭＩ制御部５２７を有し
、出力端子５１８に接続されたＨＤＭＩ対応機器に備えられたデータ格納部（図示せず）
から再生能力データを読み出すことができる。
【００３９】
　図４は、ＴＶ２００のＨＤＭＩ受信部２２１を含むＨＤＭＩブロック２２０で、ＨＤＭ
Ｉ入力端子２１７からの映像・音声信号を入力インターフェース部２２３で受け、映像・
音声信号処理部２２５にて信号を処理する。ＨＤＭＩ制御部２２７は、ＴＶ２００の制御
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部２０６と連携して動作すると共に、自己再生能力データ格納部２２８に格納された自己
の再生能力データをデータ格納部２２６に書き出し、入力端子２１７に接続されるＨＤＭ
Ｉ対応機器にそれを読み出させることができる。
【００４０】
　上記の構成で、図４の音響再生装置のＨＤＭＩブロック２２０のＨＤＭＩ制御部１２７
は、ＡＶアンプ１００の制御部１０６と連携して動作すると共に、出力端子１１８に接続
されたＨＤＭＩ対応シンク機器、この場合はＴＶ２００に備えられた前記データ格納部２
２６からシンク機器の再生能力データを読み込むことができるものとする。
【００４１】
　ここで、第２の実施の形態の動作について説明するが、実施の形態１で説明した部分は
省略し、第２の形態特有の動作、処理についてのみ記載する。
【００４２】
　電源オン状態の時は、ＨＤＭＩ制御部１２７により、ＡＶアンプ１００自身が有する固
有の再生能力が定義され、自己再生能力データ格納部２２８に格納された自己再生能力デ
ータと、図４に示したＴＶ２００のデータ格納部２２６に格納されているテレビ２００の
再生能力を示すデータに基づき、ＡＶアンプ１００のデータ格納部１２６に保存すべき再
生能力を示すデータの内容が決定されて書き込まれる。このＡＶアンプ１００の電源オン
状態では、音声信号はＡＶアンプ１００に接続された外部スピーカ１０５から出力される
ため、音声切換部１２５は音声入力セレクタ１０２側に切り換えられており、出力端子１
１８への音声信号は無音データに置き換えられている。
【００４３】
　一方、音声信号がＡＶアンプ１００の外部スピーカ１０５から出力されているにもかか
わらず、入力インターフェース部１２３を経由した映像信号出力は、そのまま出力インタ
ーフェース部１２４を通り、出力端子１１８へ送られる。このため、データ格納部１２６
における再生能力を示すデータは、より具体的には、ＡＶアンプ１００が外部スピーカ１
０５に対して再生出力可能な音声信号の再生能力を示すデータと、ＴＶ２００がモニタ２
１２に出力できる映像信号の再生能力を示すデータと合成されて保存されることになる。
【００４４】
　そこで、この「電源オン状態」において、入力端子１１７に接続されている図３に表さ
れるＤＶＤレコーダなどのソース機器５００は、データ格納部１２６に保存された再生能
力を示すデータの情報に対応して、制御部１０６により、映像・音声信号発生部１０３で
発生した映像及び音声信号から、ＡＶアンプ１００およびＴＶ２００での再生に必要な映
像及び音声信号のフォーマットを設定し、その出力端子５１８を介して出力する。そして
、ＡＶアンプ１００の入力端子１１７に入力された映像及び音声信号は、入力インタフェ
ース部１２４から取り出される信号の内、映像信号は出力インタフェース部１２４からＴ
Ｖ２００へと再出力され、音声信号は音声切換部１２５により音声入力セレクタ部１０２
へと送られ、音声処理部１０３を介して外部スピーカ１０５から再生されることとなる。
【００４５】
　一方、ＡＶアンプ１００の電源がオフでスタンバイ状態の場合、ＡＶアンプ１００とし
ては外部スピーカ１０５からの出力を遮断した状態であり、このため、この状態において
、音声切換部１２５は音声入力セレクタ１０２への出力ではなく、出力インタフェース部
１２４側に切り換えられ、入力端子１１７から入力された音声信号は出力端子１１８を介
してＴＶ２００に出力されることとなる。この電源オフのスタンバイ状態では、ＡＶアン
プ１００の電源スイッチ１１６が切れているため、音声信号の再生はできないが、ＨＤＭ
Ｉブロック１２０には電源１１５の電源が供給されている状態であり、この時、ＨＤＭＩ
制御部１２７により、ＡＶアンプ１００のデータ格納部１２６には、自己再生能力データ
１２８のデータは無視され、ＴＶ２００のデータ格納部２２６に記録された再生能力を示
すデータだけに基づいて決定されたデータが書き込まれる。このため、ＤＶＤレコーダな
どのソース機器５００の制御部１０６は、データ格納部１２６に保存されたＴＶ２００の
データ格納部２２６に記録された再生能力を示すデータに基づいて、映像及び音声信号の
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再生出力信号のフォーマットを設定するような制御が行われ、出力されることとなる。こ
こで、ソース機器が確認するＡＶアンプ１００のデータ格納部１２６における再生能力を
示すデータが、ＴＶ２００で再生するのに必要な再生能力のデータと一致しているので、
ソース機器からみるとＡＶアンプ１００ではなくＴＶ２００が直接接続されているのと等
価な状態となる。
【００４６】
　ここで、前記電源オフのスタンバイ状態において、データ格納部１２６に保存される再
生能力を示すデータを、前記出力端子１１８に接続されたＴＶ２００の映像音声信号再生
能力を示すデータ、すなわち、自己再生能力データ格納部２２８に格納されているデータ
に書き換える時、書き換える映像信号の再生能力を示すデータの内容が、ＡＶアンプ１０
０において、入力インタフェース１２３より出力インタフェース１２４を介して映像信号
を伝送する際のＡＶアンプ１００自身が有する映像信号伝送能力、すなわち、自己再生能
力データ格納部１２８に格納されているデータの示す能力を越えないように書き換えてい
る。
【００４７】
　図７は、第２の実施の形態における電源オン／オフ操作時の音響再生装置の処理フロー
を示す。ここで、処理Ａは図６に示す処理Ａ部と同じものである。電源オン／オフ操作時
、まずステップＳ４２においてＡＶアンプ１００の電源状態を判定し、電源オン状態であ
れば、ステップＳ４７においてＴＶ２００のデータ格納部２２６に書き込まれている再生
能力データ２２８を読み出し、ＡＶアンプ１００自身の信号再生能力を示すデータ１２８
と合成し（Ｓ４８）、ステップＳ４９でそのデータをデータ格納部１２６に書き込む。一
方、ステップＳ４２で電源がオフでスタンバイ状態と判断された時は、ステップＳ４３に
おいてＴＶ２００のデータ格納部２２６に書き込まれている信号再生能力を示すデータ、
すなわち、自己再生能力データ格納部２２８に格納されているデータを読み出し、ステッ
プＳ４４でそのデータの内容がＡＶアンプ１００自身が有する映像信号伝送能力を越えて
いないかを判断し、超えていなければステップＳ４６に進んでそのデータがそのままデー
タ格納部１２６へと書き込まれる。ステップＳ４４で、もし、読み出されたＴＶ２００の
信号再生能力データ２２８の内容がＡＶアンプ１００自身が有する映像信号伝送能力を越
えている場合は、ステップＳ４５においてＴＶ２００から読み出されたデータにＡＶアン
プ１００自身の信号再生能力を越えない範囲で修正を行い（Ｓ４５）、その修正したデー
タを、次のステップＳ４６においてデータ格納部１２６へと書き込む。
【００４８】
　このようにして、データ格納部１２６に書き込まれた再生能力を示すデータに基づい
て、ＤＶＤレコーダなどのソース機器５００の再生フォーマットが設定されて、映像及び
音声信号出力が行われ、その映像及び音声信号をＡＶアンプ１００へ入力すると共に、当
該ＡＶアンプ１００の電源オン状態、または電源オフのスタンバイ状態に応じて、音声信
号をＡＶアンプ１００に接続された外部スピーカ１０５より出力するか、ＴＶ２００内蔵
のスピーカ２０５より出力するかが設定されるものであり、映像信号はいずれの場合でも
ＴＶ２００から出力されるようになっている。
【００４９】
　以上のように、ソース機器に対して示す再生能力データを電源のオン／オフ状態に基づ
いて書き換えることにより、第１の実施の形態での効果に加え、ＡＶアンプ１００に接続
された外部スピーカ１０５から音声を出力する場合、あるいは、ＴＶ２００の内蔵スピー
カ２０５から音声を出力する場合に応じて最適な音声フォーマットで音声を再生すること
が可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
本発明は、電源をオフしてスタンバイ状態へ移行した時は、その移行直前の入力セレクタ
の状態がＨＤＭＩ規格による音声信号を選択していない場合においても、当該ＨＤＭＩ規
格対応のソース機器とＴＶなどのシンク機器の電源がオン状態であれば、映像・音声信号
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をＨＤＭＩ出力端子を介してシンク機器に出力することができ、また、電源オン状態復帰
時に、電源オフでのスタンバイ状態移行直前に選択されていた入力セレクタ状態に復帰で
きるようにしたため、音響再生装置の電源をオフし、外部スピーカによる出力を行わない
場合であっても、電源オンでの使用時の入力セレクタの設定を意識せずに、音響再生装置
を介して、ソース機器からシンク機器に対してその再生能力に応じた映像信号および音声
信号を出力できるより使いやすい装置を提供できるため、家庭で使用するホームシアター
システムとして広く利用可能なものである。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施の形態における映像音声視聴システムの構成図
【図２】第２の実施の形態におけるＡＶアンプのＨＤＭＩブロックの構成図
【図３】第２の実施の形態におけるソース機器のＨＤＭＩブロックの構成図
【図４】第２の実施の形態におけるシンク機器のＨＤＭＩブロックの構成図
【図５】本発明の実施の形態における入力セレクタ切換時の音響再生装置の処理フローチ
ャート
【図６】本発明の実施の形態における電源オンオフ操作時の音響再生装置の処理フローチ
ャート
【図７】第２の実施の形態における電源オンオフ操作時の音響再生装置の処理フローチャ
ート
【符号の説明】
【００５２】
　１００　ＡＶアンプ
　１０２　音声入力セレクタ部
　１０３　音声処理部
　１０４　メモリー
　１０５　外部スピーカ
　１０６　制御部
　１０７　音声入力端子
　１０８　音声入力端子
　１１３　リモコン受信部
　１１４　操作ボタン
　１１５　電源
　１１６　電源スイッチ
　１１７　ＨＤＭＩ入力端子
　１１８　ＨＤＭＩ出力端子
　１２０　ＨＤＭＩブロック
　１２１　ＨＤＭＩ受信部
　１２２　ＨＤＭＩ送信部
　１２３　入力インターフェース部
　１２４　出力インターフェース部
　１２５　音声切換部
　１２６　データ格納部
　１２７　ＨＤＭＩ制御部
　１２８　自己再生能力データ格納部
　２００　ＴＶ
　２０２　音声入力セレクタ
　２０３　音声処理部
　２０６　制御部
　２０５　内部スピーカ
　２０９　映像入力セレクタ
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　２１０　映像処理部
　２１２　モニタ
　２１７　ＨＤＭＩ入力端子
　２２０　ＨＤＭＩブロック
　２２１　ＨＤＭＩ受信部
　２２３　入力インターフェース部
　２２５　映像・音声信号処理部
　２２６　データ格納部
　２２７　ＨＤＭＩ制御部
　１２８　自己再生能力データ格納部
　２３０　ＴＶチューナ
　３００　ＢＳデジタルチューナ
　５００　ＤＶＤレコーダ
　５１８　出力端子
　５２３　映像・音声信号発生部
　５２４　出力インターフェース部
　５２５　映像／音声信号処理部
　５２７　ＨＤＭＩ制御部
　６００　ＦＭ／ＡＭチューナ
　７００　ＤＶＤプレーヤ
　８００　ＣＤプレーヤ
　９００　ＨＤＭＩケーブル
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